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西川将人さん

この日のこども達の交流の時間。言葉をしゃべれ
なくても口や手を動かし、伝えようとする子どもの姿
を見て。手をとり、頷き、表情から子どもの思いを受
け取る西川さんの姿がありました。
まるでテレビでみた“子ども会議”のような風景がこ
こにあり感動しました。
小さな事も真摯に向き合っ
てくださる西川さんの
今後の活躍を応援して
いきたいと思います。
お身体こわさず頑張って
ください。
この北海道そして日本のたくさんの人が幸せを感
じて暮らしていけますように。
「西川さん、いつも有難うございます。

これからも宜しくお願い申し上げます。」

「歯みがきの時間は苦手で・・。」と父母から聞くことがあります。
お食事を口から食べていないと、お口の中が乾燥したり、唾液が停滞してバイキンが
増えてしまいます。お口の環境って大切です。
「でも、うちの子は歯みがきキライだから・・。」という方は、ぜひ[のあのは]の南原さん
に口腔ケアを週に一度お願いしてみませんか？

私の感想は・・
南原さんに口腔ケアをしてもらうと、ビックリするくらい歯磨きが好きになります。
歯茎の腫れも落ち着きます。歯ならびや口のカタチも変わります。
唾液もサラサラになります。
色々なブラシを使い分け、口腔状態にあわせたケアをしてくれます。
口腔ケアの技術力と声掛けが圧巻です。

小さい時から南原さんにケアをお願いしている中学生のお姉さんは、
「今まで虫歯になった事がないのは南原さんのお蔭ですよ。」と教えてくれました。
誤嚥性肺炎の予防にもなります。
南原さんの口腔ケアをお願いしたい方は、ぜひ花色にご連絡ください。

令和８年、年が明けてすぐに衆議院議員（立憲民主党）の西川将人さんが
花色にご来訪くださいました。
子どもたちや事業所運営等、何かと気にかけてくださり、ご多忙な中時間を
割いてくださいます。重症児通所事業所の運営をしていると、度々社会的な
壁にあたります。そんな時、私共の小さな事業所だけではどうにもならな事が
おこります。そんな“困った”を心配して飛んできてくださる西川将人さん。
“こども達の環境”をより良くしようと、メモ帳をだし丁寧に聴き取りながら対策
を考えて下さいます。
政治家の方を私は多くは存じませんが、こんなに優しく一生懸命に重症心身
障がい児・医療的ケア児にむきあってくださる方は初めてです。

口腔ケア

のあのは
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「今年もよろしくお願いします！」

理学療法士
ささきさん

【こどもの頃の夢】

婦人警官

【出身地】

埼玉県川口市

作業療法士
おやちゃん

【こどもの頃の夢】

サッカー選手

【出身地】

埼玉県入間市

【こどもの頃の夢】

看護師さん

【出身地】

旭川市

看護師
ゆきこさん

【こどもの頃の夢】

フランス語の通訳

【出身地】

旭川市

看護師
メメちゃん

【こどもの頃の夢】

学校の先生

看護師さん

【出身地】

旭川市

看護師
たけなかさん

【こどもの頃の夢】

保育士さん

美容師さん

【出身地】

苫小牧市

看護師
なっちゃん

児発管（保育士） なおこさん

【こどもの頃の夢】

幼稚園の先生

ピアノの先生

【出身地】

美瑛町

運転手 高田さん

【こどもの頃の夢】

プロ野球選手

【出身地】

新ひだか町

看護師 みやしたさん

【こどもの頃の夢】

歌のこども番組の

お姉さん

【出身地】

東京都

運転手 大平さん

【こどもの頃の夢】

警察官

【出身地】

名寄市

看護師 みどりさん

【こどもの頃の夢】

看護師さん

【出身地】

旭川市

管理者（児発管・児童指導員）
さいとう

【こどもの頃の夢】

航空管制官

【出身地】

余市町

【こどもの頃の夢】

パン屋さん

【出身地】

北見市

保育士 みきさん

感染食中毒防止委員会

虐待身体拘束防止委員会

[長期やすみの時のお手伝い] [たまに秋田県から]

【こどもの頃の夢】

ブリーダー

【出身地】

旭川市

看護師
みさきちゃん

看護師あやちゃん

災害対策委員会・虐待身体拘束防止委員会災害対策委員会・感染食中毒防止委員会

災害対策委員会・感染食中毒防止委員会虐待身体拘束防止委員会・感染防止委員会 虐待身体拘束防止委員会

元気に楽しく
活動できるように
関わらせて
いただきます

災害対策委員会

【こどもの頃の夢】

看護師さん

【出身地】

上富良野町

こどもたちの心を
みんなで育み
愛しんでいきます

できる事がたくさん
増えますように

「毎日明るく元気にふれあい

居心地のいい日常をつくれ

るように頑張ります。」



花色の利用者様は一昨年全員「個別避難計画」を作成しました。
でも、ここで終わりではありません。
更新して内容を充実させていくことが大切です。

災害がおきた時、「おむつ替えや荷物を考えると・・・。」一般避難所生活
は難しい事も多くあると考えられます。そこで、ハザードマップ上“安全な
場所”にある親類や知人宅、もしくはホテルにいく事を計画してみましょう。
土砂崩れがおこる場所はどこなのでしょうか？
事前に伝えておいて、最低限必要なものを預かってもらう事はできるで
しょうか？そして、今も定期薬は手元に２週間分余裕をもって常備してあ
りますか？こども達の調剤は簡単にはできません。災害時は特に難しく
なります。
花色で作成した個別避難計画は最初の一歩目です。
「内容を新しくしたいよ。」という方は、お気軽にご連絡・ご相談ください。
“もしも”の時にはどうするのかを一緒に考えましょう。
ご家族でも話し合ってくださいね。

小籠包

NEWS LETTER

旭川駅前の買物公園沿いにある『旭川はれて』
内の小籠包屋「幸福香港」さんは皮から手作り。
その場で手包み、蒸したてアツアツを出してく
れます。保健師さんでもあるオーナーさんは
「車いすで是非来てください。」と笑顔で声をか
けてくれました。
可愛らしい店内と、
店舗前スペースで
暖かくなったら
のんびりしませんか。

旭川市５条通８丁目
幸福香港

おすすめ

幸福香港

芸術的～

更新しよう！

いいね！

個別避難計画

今年の書初めは毛筆で「うま」or「午」でした。六十年に一度の丙午です。夢にむかってまっしぐら。勢いよく輝き進んでいけるように、
みんなで花色神社で初詣をし、おみくじをひきました。「ワクワクするような素敵な年にいたしましょう。」
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あっという間の冬休みでした。
みなさんは、いかがでしたか？

お姉ちゃんが
そばにいるよ

ねぇねぇ
一緒に
あそぼ～

いわさき先生 「こんにちは」

花色の協力医 岩崎郁美先生 が、こども達とふれあいに来てくれました。

突然の来訪に、こども達は大喜び。「きゃ～！」と足をバタバタさせて笑顔でお迎え。

スタッフには「お疲れさま～。」と、消毒液や使い捨て手袋、そして差し入れをたくさん

持って、まるでサンタさんのよう。

冬期のこどもクリニックがとっても忙しい事は

よくよく知っていますが、様子をみに来て

たくさん遊んでくれました。

「また、大きくなりましたね。」

「素敵な笑顔ですね。」と、

一人一人に声をかけ、

最後はみんなを送り出してくれました。

ずっと温かく見守ってくれている

岩崎先生の存在に心から感謝です。

「岩崎先生、いつも有難うございます。」

研究しているのだ

ボールプール
でリラックス

素材の感触を
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